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自然科学科  

                                                         

 

 主任教授 吉田 真史 

 

1．教育目標 

 

 本学科は、次のような教育目標を掲げて、平成 21 年度に開設された新しい学科です。理科や数学の好きな若者たち

の好奇心を活かしながら、現代社会が求めている理科系知識人として活躍するための見識と判断力を養います。 

 

自然科学科は，科学に関する総合的な見識と健全な判断力を有し, 科学と社会の架け橋となって，幅広い分野で活躍

できる人材の育成を目的としています。 

 

 現代社会は、科学技術が高度に専門化しています。このため、いわゆる文科系の人々にとっては、科学的な事柄を

ひとりでは十分に理解できない状況が生れています。それどころか、技術者のあいだでも、少し専門分野がちがうと、

話がかみ合わないことがよくあります。まさに、科学的な事柄を議論するための「通訳」が必要になっているのです。 

 また、近年、科学的な装いをこらした非科学的な情報、オカルト的な似非科学などが流布されています。たわいの

ないことであれば「笑い話」ですみますが、放置できない事例も少なくありません。テレビで放送される科学番組も

間違っていることがよくあります。家電製品の広告に科学的根拠のない効能が謳われることもしばしばです。もっと

言えば、生命倫理や環境問題といった国家的な科学技術政策さえも、人々のあいだに流布している不確かな言説をも

とに議論されています。 

 このような状況において、自然科学全般を体系的に理解し、科学と人間の歴史を熟知したうえで、科学的な事柄を

人々にわかりやすく伝えることのできる人材が求められています。自然科学科は、このような社会的要請に応える人

材を育成するために開設されました。 

 

２．教育方針 

 本学科は、自然科学に興味をもつ皆さんが自由に好きなことを勉強できる学科です。ひとつの産業に特化した技術

者を養成することが目的ではありませんから、特定の分野を極める必要はありません。自分の好きなことを学びなが

ら、できるだけ幅広い視野をもって、科学的な事柄に対する判断力や批判精神を養ってもらいたいと思います。この

ため、本学科の専門科目は、物理学、化学、生物学、地学、数学などの分野にわたりますが、これらの分野を横断し

て自由に履修できるようにしてあります。 

 これらの幅広い見識を社会に役立てるためには、自分のちからで調べること、考えること、伝えることが大切です。

このため、本学科では、どのような進路を希望する学生に対しても、野外調査、機器分析、表現技法の３つを実践的

に指導します。 

 野外調査の基本は「野外調査法及び実習(1)(2)」で学びます。この科目では、国内外の実習地に滞在して、植物学、

動物学、地質学、天文学、地理学、人類学、民俗学、文化人類学などの調査方法を学びます。これらの実習は、生物

学や地学を研究するときの基礎になるだけでなく、自然と人間の関わりかたを学ぶよい機会になります。機器分析は

「自然科学科実験及び演習」などで学びます。この科目では、最先端の分析装置を使って、未知の物質を特定したり、

物質の微視的な構造を調べる方法を学びます。また、本学科の専門科目では、機器分析との関連を常に意識させるよ

うな授業を行ないます。これらの分析技術は、自然科学の研究の基盤となるものであり、卒業後には、教員や学芸員

などの教育関係のほか、企業の調査分析部門など、幅広い分野で役立ちます。表現技法の学習では、いわゆるプレゼ

ンテーション技術ではなく、科学的な事柄を人々に伝える専門家としての実践的な技術を学びます。このため、本学

科では、学芸員資格を取得するのために法令で定められた８科目を専門科目として開講しています。学芸員資格は、

博物館、美術館、動物園、水族館などの企画、運営、研究に従事するための資格ですが、これらの科目は、学芸員に

なるためだけではなく、学校教育の現場、企業の企画広報部門、出版社や放送局などでも役立ちます。 

 卒業研究では，幅広い分野にまたがる学際的，融合的な研究を重視します。また，学術研究の本質を理解した自立

した理科系知識人を育成するという観点から，一人ひとりが自分のちからで調査、研究を行えるような課題を中心と

します。例えば，物理学、化学関連分野では，日常生活や自然界で観察される溶液，液体，液晶，弾性体などを主な

研究対象とします。生物学関連分野では，進化論と生態学の視点を重視して，野外調査と機器分析を中心とした研究

を行います。また，地学関連分野では，地質調査や天文観測を行って、地球の歴史や宇宙の起源を考察します。 



 - 94 -

 

３．勉学の指針 

 本学科では、自然科学全般について、幅広く体系的に勉強することを奨励します。新入生の皆さんには、物理学、

化学、生物学、地学、数学など、好きな教科があると思いますが、実際に自然科学を研究するとなると、このような

教科の壁は意味をもちません。化学を知らないで地学を研究したり、物理学を知らないで生物学を研究することは不

可能なのです。地球の歴史、生命の進化などを研究するとなると、学問領域の境界を超えた幅広い知識が必要になり

ます。このため、新入生の皆さんは、１年生のときから、なるべく幅広い分野の科目を履修するように努めてくださ

い。例えば、知識工学基礎科目には、物理学、化学、生物学、地学の講義と実験がありますが、講義も実験も２教科

以上履修することを強く薦めます。また、本学科の専門科目のうち、２年次に開講される科目は、どの分野の研究に

も必要になるので、これらの科目はすべて履修することを薦めます。 

 また、自然科学に関する健全な判断力を養うためには、人類と科学の関わりの歴史について学ぶことが大切です。 

1、２年次に「人類史」「文化人類学」「環境概論」「科学技術史」などを履修することを薦めます。 

 本学科における学修の仕上げといえるのが表現技法を学ぶ科目です。本学科には、上述のように、学芸員資格を得

るために必要な科目が開講されています。これらの科目で学ぶ専門的な技術は、博物館などだけではなく、学校、出

版社、放送局のほか、一般企業の企画広報部門などでも役立つので、学芸員資格の取得を目指さない場合も、これら

の科目をなるべく多く履修することを薦めます。 

 

４．教員免許と学芸員資格 

   本学科の卒業生は、自然科学全般を体系的に理解し、科学的な事柄を人々にわかりやすく伝えることのできる人材

です。このような能力を活かして社会に貢献する仕事はたくさんありますが、その典型的なものが、教員と学芸員で

しょう。 

   本学科では、教員免許のために定められた科目をすべて修得すると、高等学校教諭一種免許状（理科・数学）と中

学校教諭一種免許状（理科・数学）が取得できます。これらの免許状を取得するためには、卒業に必要な科目のほか

に、教職課程が開講する科目を履修する必要があるので、早い時期から計画的に履修していくことが大切です。 

   また、本学科では、学芸員資格を取得するために必要な科目が専門科目として開講されています。これらをすべて

履修すると、博物館、美術館、動物園、水族館などで企画、運営、研究に従事するための学芸員資格が得られます。

これらの科目には、博物館などにおける実習などもあり、夏休みに開講されたり、履修する順序などが決まっていた

りしますので、担当教員と相談したうえで履修計画を立ててください。 

 

５．卒業後の進路 

自然科学科で学ぶ幅広い知識と実践的な技術は、さまざまな分野で求められています。卒業生の典型的な進路とし

ては，教員，学芸員，出版人，放送人をはじめ，社会教育，職業教育，生涯教育の専門家が想定されます。例えば、

中学校や高等学校の教員は，退職者の補充などのために，今後も相当数の採用が見込まれています。学芸員は，博物

館，動物園，水族館等における教育研究活動の活性化が求められており、理科系の学芸員は全国的に不足しています。

また，出版社や放送局では，先端技術や保健医学の話題が増えているにも関わらず，理科系の人材が不足しており，

科学に関する健全な判断力をもった人材の補充が急務となっています。 

このほか、本学科で身につけた野外調査や機器分析の技術、数学的な思考能力などは、民間企業の調査分析部門、

国や自治体の試験機関などで求められています。また、本学科の卒業生は，科学を社会に役立てるための知見をもち，

科学技術を総合的な視点で考える能力を備えているので，社会の幅広い分野で活躍できるものと期待されます。 

勉学をさらに深めたいならば、本学や他大学の大学院に進学することを薦めます。本学科で身につけた幅広い見識

と実践的な調査分析能力は、大学院における研究に大きく役立ちます。近年では、教員や学芸員になる場合も、大学

院で専門知識を身につけることが望まれる傾向もみられます。 
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平成２６年度  自然科学科 教育課程表        

○印必修科目 △印選択必科目   

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必
選
の
別 

単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（平成２６年度現在） 
１年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

知 
 
 

識 
 
 

工 
 
 

学 
 
 

基 
 
 

礎 
 
 

科 
 
 

目 

数
学
系 

数学演習(1)  1 2        橋本,古田,湯浅,香川

数学演習(2)  1  2       橋本,古田,鈴木(理),澁谷

微分積分学(1) ○ 2 2        中井洋史 

微分積分学(2) ○ 2  2       中井洋史 

線形代数学(1) ○ 2 2        橋本義武 

線形代数学(2) ○ 2  2       橋本義武 

基礎確率統計  2 2        有本彰雄 

微分方程式論  2   2      吉野邦生 

ベクトル解析学  2   2      井上浩一 

フーリエ解析学  2    2     吉野邦生 

関数論  2    2     中井洋史 

自
然
科
学
系 

物理学(1) △2 2 2        門多顕司 

物理学(1)演習  １ 2        門多顕司 

物理学(2) △2 2  2       飯島正徳 

物理学実験 △3 2 4 (4)       物理学教室 

化学(1) △2 2 2        高木晋作 

化学(2) △2 2  2       高木晋作 

化学実験 △3 2 (4) 4       大町忠敏 

生物学(1) △2 2 2        宮崎正峰,鈴木彰 

生物学(2) △2 2  2       宮崎正峰,鈴木彰 

生物学実験 △3 2 4 (4)       吉田真史,他 

地学(1) △2 2 2        萩谷宏,他 

地学(2) △2 2  2       萩谷宏,他 

地学実験 △3 2 4 (4)       萩谷宏,他 

 
 

情
報
系 

コンピュータ概論  2 2        穴田一 

数値解析  2   2      宇谷明秀 

情報リテラシー ○ 2 2        志田晃一郎 

情報社会と倫理 ○ 2   2 (2)     山本史華 

情報社会と職業  2     2    室田真男 

情報と特許  2      2   矢頭尚之 

 
 
 
 

工
学
教
養
系 

技術日本語表現技法  2  2       志田晃一郎 

環境概論  2 2        堀越篤史,他 

環境と社会  2  2       萩谷宏,他 

科学技術史  2  2       吉田真史,堂前雅史

インターンシップ(1)  1         専門学科教員 

インターンシップ(2)  1         専門学科教員 

海外体験実習(1)  2         萩谷宏,他 

海外体験実習(2)  2         萩谷宏,他 

科学体験教材開発  2 2        大上浩,他 

科学体験教室実習  1         大上浩 
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○印必修科目 △印選択必修科目 ◇博物館に関する科目 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必
選
の
別 

単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（平成２６年度現在） 
１年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

 

専 
 

 

門 
 

 

科 
 

 

目 

学
部
共
通 

知識工学汎論 ○ 1 2        全教員 

キャリアデザイン ○ 1    2     高木晋作 

専門キャリアデザイン  1     2    馬渕幸彦 

プログラミング(1) ○ 1  2       志田晃一郎 

プログラミング(2)  1    2     吉田真史,堀越篤史

応用プログラミング(1)  1 2        門多顕司 

応用プログラミング(2)  1  2       門多顕司 

基礎論理回路  2  2       堀越篤史 

通信基礎数学  2  2       美谷周二郎 

物理学(3)  2   2      岩松雅夫 

相対論入門  2    2     長田剛 

特別講義（KE-1）  2          

特別講義（KE-2）  2          

特別講義（KE-3）  2          

学
科
共
通 

自然科学科実験及び演習 ○ 2   4      全教員 

野外調査法及び実習(1) ○ 3    4     萩谷宏,鈴木彰,他 

野外調査法及び実習(2)  3     4    萩谷宏,鈴木彰 

離散数学  2    2     有本彰雄 

現代科学論 ○ 2    2     吉田真史 

◇生涯学習概論  2   2      遠藤秀紀,大村文乃 

◇博物館教育論  2    2     折茂克哉 

◇博物館学(1) ○ 2   2      萩谷宏 

◇博物館学(2)  2    2     萩谷,松原,矢後 

◇博物館学(3)  2     2    新宅,上野,筒井(牧)

◇映像表現論 ○ 2    2     萩谷宏 

◇博物館資料保存論  2      2   田口かおり,杉崎佐保恵 

◇博物館展示論  2     2    草刈清人 

◇博物館学実習(1)  1     2    萩谷宏,折茂克哉 

◇博物館学実習(2)  2      4   萩谷,吉村,安成 

特別講義(NS-1)  2          

特別講義(NS-2)  2          

特別講義(NS-3)  2          

自
然 

分子構造論 ○ 2   2      吉田真史 

生命の化学 ○ 2    2     吉田真史 

分子物性論 ○ 2    2     飯島正徳,高木晋作

分子の運動 △4 2     2    高木晋作 

進化論 ○ 2   2      鈴木彰 

動物学 △4 2    2     犬塚則久 

植物学 △4 2    2     鈴木彰 

生命と物質 △4 2     2    吉田真史,﨡原絹子

微生物学 △4 2      2   鈴木彰,谷口亜樹子
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○印必修科目 △印選択必修科目 ◇博物館に関する科目 

科
目
群 

区 

分 

授  業  科  目 

必
選
の
別 

単 

位 

数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（平成２６年度現在） 
１年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専
門
科
目 

自
然 

地球変動論 ○ 2   2      萩谷宏 

プレート・テクトニクス △4 2   2      山崎良雄 

宇宙科学 ○ 2    2     門多顕司 

惑星科学 △4 2     2    萩谷宏 

地理学 △4 2     2    吉村風 

数
理 

集合と論理 △5 2   2      中井洋史 

自然と数理 ○ 2    2     橋本,中井,堀越 

関数解析学 △5 2     2    吉野邦生 

現代代数学 △5 2     2    橋本義武 

計算物理学 △5 2      2   堀越篤史 

卒
業
研
究
関
連

事例研究(1)-自然 △6 2     4    飯島正徳,他 

事例研究(1)-数理 △7 2     4    吉野邦生,他 

事例研究(2) ○ 2      2   全教員 

卒業研究 ○ 6         全教員 

 

 

注 知識工学基礎科目及び専門科目の卒業必要単位数は下表のとおりとする。 

 卒業要件 

専門分野 

合 計 ９０単位 

知識工学基礎科目 ３０単位 以下を含むこと 

○必修科目       １２単位 

△２選択必修科目    １０単位 

△３選択必修科目     ４単位 

専門科目 ６０単位 以下を含むこと 

○必修科目       ３６単位  

かつ，下記いずれかに該当すること 

1)   △４選択必修科目    ４単位   

     △６選択必修科目    ２単位 

2)   △５選択必修科目    ４単位 

     △７選択必修科目    ２単位 
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履修上の注意事項 

 

自然科学科では，自然科学全般を広く学習する。自然コース,数理コースの２つのコースが設けられている。コースの選択

は 3年次進級時に行う。 

１. 1年次の学修について 

自然科学科に在籍する学生は，1年次は学部共通のカリキュラムを履修する。しかし，3年次進級時にはいずれかのコ

ースを選択しなければならないため，1年次の期間にどのコースを選択すべきか，じっくり検討しておく必要がある。後

述する各コースの教育課程表や専門教育系統図をよく見て，自身の学修目標にみあったコースはどのコースなのかを把

握し，クラス担任やアカデミックアドバイザともよく相談するとよい。 

 

２. 2 年次の学修とコース選択について 

2 年次になると自然科学科独自の専門科目が多く現れたカリキュラムとなるが，2年次の科目はより上級の専門科目の

基礎となる科目が多い。この時点でしっかり学修しないと，以後の専門科目の学修が困難になるので，自分の将来を見

据えて学修に励む必要がある。3 年次進級時にコースを選択することになるので，どのような分野に精通した人間を目

指すのかを考えながら学修を進めるとよい。各研究室は必ずいずれかのコースに割り当てられているので，将来の卒業

研究を念頭においてコースを選択することが望ましい。履修に関してはアカデミックアドバイザやクラス担任とよく相

談するとよい。 

なお，3 年次へ進級するためには，2 年次終了の時点で 60 単位以上修得していなければならないことに注意すること。 

 

３. 3 年次以降の学修について 

3 年次には所属するコースの科目を中心に学修を進めることになる。卒業研究の着手に必要な卒業研究関連科目（選

択必修）が，コースごとに設けられているので，所属コースに合わせて選択し履修する。特に，コースごとに設けられ

た事例研究（1）や事例研究（2）は，卒業研究の準備となる内容を含むので，教員の指導のもとで，真摯に取り組んで

ほしい。 

4 年次進級時に，選択したコースに所属するいずれかの研究室に配属される。ただし，卒業研究に着手するには，後

述する卒業研究着手条件を満たす必要がある。また，4 年次へ進級するためには，3 年次終了の時点で 100 単位以上修

得していなければならないことにも注意すること。 

最後に，卒業研究は，学修の総仕上げとして，自らの考えでテーマを見出し，検討・準備を進め，実験・調査を行い、

発表し卒業論文にまとめるものであり，それまでの学修成果を総合する貴重な体験となる。 

  

４. 履修のしかた 

知識工学部で開講される科目には，教養科目，体育科目，外国語科目，知識工学基礎科目，専門科目および教職関連

科目があり，すべての授業科目はいずれかの科目区分に所属する。また，必修科目，選択必修科目，選択科目が科目区

分ごとに設定されている。必修科目は，本学科の学生に共通に履修することが要求されている科目であり，最重要科目

と考えてよい。選択必修科目は，複数の科目の中で卒業に必要な単位数が決められている。選択必修科目は，必修科目

に次いで重要な科目である。それ以外は選択科目であり，学生個人の興味と必要性によって選択することができる。 

本学科のカリキュラムには豊富な科目が準備されているが，カリキュラム中の科目すべてを履修する必要はなく，適

切な科目を適切な学年で履修することが要求される。教育課程表には，各科目に対して，その単位数，必修，選択必修，

選択の区別とともに開講学年が示されている。教授要目(シラバス)には，開講科目の内容の説明が，年度ごとに提示さ

れる。また，時間割には，科目の標準配当学年と開講時限が示される。科目選択の際には，これらの資料を活用し，な

おかつ，アカデミックアドバイザやクラス担任とよく相談したうえで履修登録に臨むとよい。 

必修科目，選択必修科目は，他の科目の前提となる内容を含むことが多く，標準の配当学年に履修することが望まし

い。自分の学年より高学年の配当科目は履修できないが，自分の学年より低学年の配当科目は履修可能である。なお，

必修科目の単位を修得できなかった場合，低学年に配当された再履修すべき科目と自学年の他の科目とが時間割上の同

じ時限に重なることがあるが，この場合，低学年の必修科目を優先するのが原則である。 
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５. アカデミックアドバイザ 

履修科目の適切な決定は重要であるが，特に，低学年においては容易なことではない。そこで，知識工学部の各学科

では，学科専任の教員が学生に対してその学修と履修に関する相談にあずかるアカデミックアドバイザ制度を採用し，

履修登録の際はもちろん，常時，助言できる体制をとっている。授業内容や履修に関する疑問や意見があれば，アカデ

ミックアドバイザやクラス担任その他の教員に連絡をとって，遠慮なく早めに質問や相談をすることを勧める。 

 

６. 学修上の注意 

学修の成果として単位が与えられる。ただし，多くの科目を履修すればよいのではない。授業に参加し，自習を行い，

演習問題を解き，レポートを書くといった努力の必要な科目も多い。年間にどの程度の単位数が得られれば学修の成果

があがっていると言えるかは一概に言えないが，大体 40 単位程度と考えられる。この程度の単位を確実にとれるように

履修計画をたてる必要がある。1 年生から 3 年生まで 40 単位ずつ修得すると 3 年間で 120 単位となり，4 年生では卒業

研究に専念できる。 

学修の内容は単位数だけでは表せないものではあるが，取得単位数が，前述した年間 40 単位という目安に遥かに届か

ない場合は，学修の方法と内容を見直さない限り，4年間での卒業は困難と予想される。 

 

７. 自然科学科の卒業研究着手条件および卒業要件 

本学科で 3 年間学修し，卒業研究着手条件を満たした学生は，4 年次で卒業研究を行うことができ，その年度末に卒

業要件を満たすと卒業できる。3 年間の学修によって卒業研究着手条件を満たすことができない場合は，必修科目であ

る卒業研究に着手できず，その時点で卒業時期が 1 年以上延期されることが決まってしまう。卒業研究に着手できなか

った場合，その後の学修により卒業研究着手条件を満たした翌年度の初めから卒業研究に着手することになる 

 

自然科学科の卒業研究着手条件と卒業要件は以下の通りである。 

 卒業要件 卒業研究着手条件 

総単位数 １２４単位（ただし，下記の各要件を含むこと） １００単位（ただし，下記の各要件を含むこと） 

共通

分野 

合 計 ２０単位 １６単位 

教養科目 １０単位  ８単位  

外国語科目 ８単位 ○必修科目       ６単位 

選択科目(英語科目)   ２単位 

６単位 必修科目(○)であること 

体育科目 ２単位 必修科目(○)であること ２単位 必修科目(○)であること 

専門

分野 

合 計 ９０単位 ８４単位 

知識工学基礎

科目 

３０単位 以下を含むこと 

○必修科目      １２単位 

△２選択必修科目   １０単位 

△３選択必修科目    ４単位 

３０単位 以下を含むこと 

○必修科目       １２単位 

△２選択必修科目    １０単位 

△３選択必修科目     ４単位 

専門科目 ６０単位 以下を含むこと 

○必修科目      ３６単位 

かつ，下記いずれかに該当すること

1)   △４選択必修科目   ４単位  

     △６選択必修科目   ２単位 

2)   △５選択必修科目   ４単位 

     △７選択必修科目   ２単位 

５４単位 以下を含むこと 

○必修科目        ２４単位 

かつ，下記いずれかに該当すること 

1)  △４選択必修科目      ２単位 

△６選択必修科目     ２単位 

2)  △５選択必修科目     ２単位 

△７選択必修科目      ２単位 

 

８. 他学科・他学部・他大学の科目の履修について 

他学科・他学部・他大学の科目を履修したい場合は，「履修要綱」の「14.他学科・他学部・他大学の科目の履修につ

いて」を参照し，自然科学科における履修科目とのバランスを考えながら，効果的に履修すること。 

なお，これらの科目の受講には，クラス担任・アカデミックアドバイザに相談し，承認を得る必要がある。 
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履修モデル 

 

履修モデル：自然 数理  

 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

 微分積分学（1） 微分積分学（2） 微分方程式論 フーリエ解析学    

 線形代数学（1） 線形代数学（2）ベクトル解析学 関数論   凡例 

 数学演習(1) 数学演習(2)     必修 

 基礎確率統計      選択必修 

 物理学(1) 物理学(2) 物理学(3) 相対論入門   選択 

 物理学演習 物理学実験      

 化学(1) 化学(2)      

 化学実験       

 生物学(1) 生物学(2)      

 生物学実験       

 地学(1) 地学(2)      

  地学実験      

 情報リテラシー  情報社会と倫理    知識工学基礎科目 

 知識工学汎論 プログラミング(1)  キャリアデザイン専門キャリアデザイン  専門科目 

   自然科学科実験及び演習 野外調査法及び実習(１) 野外調査法及び実習(2)    

    現代科学論     

   博物館学(1) 博物館学(2) 博物館学(3)    

 
  生涯学習概論 博物館教育論 博物館展示論 博物館資料保存論   

 
   映像表現論 博物館学実習(1) 博物館学実習(2)   

   分子構造論 生命の化学    （自然）

    分子物性論 分子の運動    

   進化論 動物学 生命と物質 微生物学   

    植物学     

 人類史 文化人類学 地球変動論 宇宙科学 惑星科学   

   プレート・テクトニクス  地理学    

    自然と数理 現代代数学 計算物理学  （数理）

   集合と論理  関数解析学    

       

     事例研究(1) 事例研究(2) 卒業研究 

        

注１）「人類史」と「文化人類学」は教養科目である。 

注２）「事例研究(1)」は所属するコースのものは必ず履修すること。 

注３）履修モデルの選択必修・選択科目については、履修上限単位数を勘案したうえで各自必要に

応じて履修すること。
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